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 研究要旨 
視覚聴覚二重障害においては、個別に専門性の高い医療が必要が必要であ

り、若年者を長期間小児病院のみでの支援していくことは難しい。そのた

め、小児から成人への移行期においては、適切な医療の継続と自然歴・治

療・加齢による変化への対応を行っていくための体制・プログラムの作成が

非常に重要である。 
 
 
 
Ａ．研究目的 
 小児から成人への移行期においては、適切な

医療の継続と自然歴・治療・加齢による変化へ

の対応を行っていくための移行期医療支援モデ

ルの作成を行う。 
 
 
Ｂ．研究方法 
１、本疾病群に対する移行期医療支援モデルを

構築する。 
２、既に策定した診療マニュアルの普及・啓

発、改訂を進める。 
３、指定難病、難病プラットフォーム等のデー

タベース構築に協力する。 
 
 
Ｃ．研究結果   
 昨年度は12月4日の班会議において移行医療

に関する検討を行い、1月27日のワーキンググ

ループにて高度・重度発達の遅れがあるグルー

プに関して手順の作成を行った。 
 
 
Ｄ．考察 
 成人施設への移行が困難となる原因としては

多臓器にわたる複雑な症候群、自立困難な知的

障碍者・医療ケアを必要とする場合、成人診療

科に受け皿がない場合、患者・家族による小児

期診療科・主治医への依存が強い場合などが挙

げられる。 
 
 
Ｅ．結論 
 移行困難者においては、小児期からの包括支

援や成人科の医師との交流、精神科・内科・心

理士・精神保健福祉士、各支援センターなどの

連携など中長期的に準備を進めていく必要があ

る。 
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